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選 挙

町長提出議案一覧採 決 結 果

86億989万6千円に増額総
額

平成30年度　一般会計補正予算

定例議会
報告

平成30年

12月
6千405万4千円を追加!!

　平成30年12月定例議会が、12月10日から14日までの5日間の会期で開催され

た。本定例会では、議員発議１件を含む一般会計補正予算など17の議案を賛成多

数で全て原案通り承認可決された。

　今回の主な補正は児童福祉費返還金2,148万４千円、町営住宅シロアリ駆除に

678万３千円、障害者福祉サービス負担金返還金1,021万５千円、旧農業就業改善

センター解体設計費403万円、公共土木災害復旧業務委託料554万９千円などであ

る。

　また、11日と12日の一般質問は、７名が登壇し、行財政、移住定住、観光事業

等の問題について活発な議論が交わされた。また最終日の14日３件の陳情につい

て採択した旨の委員長報告があり承認可決された。おなじく議員発議による和水町

総合グラウンド及びその周辺整備事業特別委員会設置に関する追加議案も承認可決

された。

一般会計・特別会計補正予算

会　計　名 補正額 予算総額

和水町一般会計 6,405万4千円 86億989万6千円

国民健康保険事業会計 51万5千円 14億6,308万2千円

和水町介護保険事業会計 6,876万9千円 15億9,062万4千円

和水町簡易水道事業会計 34万円 6,036万4千円

和水町下水道事業会計 111万7千円 6,740万5千円

和水町特定地域生活排水処理事業会計 1,435万4千円 1億1,642万3千円

議案番号 区　分 議　　　　案　　　　名 審議採決の結果
議案第63号 条例 和水町消防団条例の一部改正について 原案可決
議案第64号 条例 和水町簡易水道条例の一部改正について 〃
議案第65号 条例 和水町空家等の適正管理に関する条例の制定について 〃
議案第66号 条例 和水町金栗四三生家記念館の設置及び管理に関する条例の一部改正について 〃
議案第67号 補正予算 平成30年度　和水町一般会計補正予算（第6号） 〃
議案第68号 補正予算 平成30年度　和水町国民健康保険事業会計補正予算（第3号） 〃
議案第69号 補正予算 平成30年度　和水町介護保険事業会計補正予算（第2号） 〃
議案第70号 補正予算 平成30年度　和水町特別養護老人ホーム事業会計補正予算（第3号） 〃
議案第71号 補正予算 平成30年度　和水町簡易水道事業会計補正予算（第2号） 〃
議案第72号 補正予算 平成30年度　和水町下水道事業会計補正予算（第3号） 〃
議案第73号 補正予算 平成30年度　和水町特定地域生活排水処理事業会計補正予算（第1号） 〃
議案第74号 その他 熊本県市町村総合事務組合規約の一部変更について 〃
議案第75号 その他 第2次和水町まちづくり総合計画基本構想について 〃
議案第76号 その他 財産の無償貸与についての議決内容の一部変更について 〃
議案第77号 その他 町道の路線廃止について 〃
議案第78号 その他 町道の路線認定について 〃

条 例： 4件
補 正 予 算： 7件
そ の 他： 5件

計 16件

12 月 議 会 議 案 審 議

議案番号 区　分 議　　　　案　　　　名 審議採決の結果
発議第1号 和水町総合グラウンド及びその周辺整備事業検討特別委員会設置に関する決議について 原案決定

閉会中の継続調査について（各委員会） 〃
議員派遣について 〃

議員提出議案一覧

荒
木　

宏
太

白
木　
　

淳

齊
木　

幸
男

坂
本　

敏
彦

竹
下　

周
三

髙
木
洋
一
郎

秋
丸　

要
一

松
村　

慶
次

庄
山　

忠
文

池
田
龍
之
介

森　

潤
一
郎

蒲
池　

恭
一

議案第70号 補正予算 平成30年度　和水町特別養護老人ホーム
事業会計補正予算（第3号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × ー ※

賛12月
定例会 否 一 覧 表

議員名

議　案

※議長は可否同数または特別議決の時以外表決に参加しません。

賛否が分かれた議案だけを掲載
〇は賛成　×は反対　−は欠席

熊本県後期高齢者医療広域連合議会議員に 町長 髙巢泰葊を選出した。

陳 情 等 の 審 査 結 果
受付番号 受付年月日 件　　　　　　　名 審査結果 付託委員会
294 平成30年11月5日 国民健康保険財政への国庫負担割合を増やすことを求める陳情書 配付
295 平成30年11月5日 医師養成定員を減らす政府方針の見直しを求める陳情書 配付
296 平成30年11月5日 安全・安心の医療・介護の実現と夜勤交替制労働の改善を求める陳情書 配付

297 平成30年11月5日
「介護労働者の労働環境及び処遇の改善」のために国に対し意見書の
提出を求める陳情 配付

298 平成30年11月5日 介護従事者の全国を適用地域とした特定最賃の新設を求める陳情 配付
299 平成30年11月5日 看護師の全国を適用地域とした特定最賃の新設を求める陳情 配付
321 平成30年11月28日 消費税増税と「軽減税率」導入に反対する意見書提出に関する陳情 配付

204 平成30年8月30日 国宝江田船山古墳出土品の里帰り展実現に関する陳情書 採択 総務文教
常任委員会

216 平成30年9月6日 和水町の防犯対策等における町有街路灯の設置について（要望） 採択 総務文教
常任委員会

218 平成30年9月6日 街路灯の設置について（要望） 採択 総務文教
常任委員会
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

２
０
１
９
年
１
月
３
日
18
時
10
分
頃
、
突
然
の
揺
れ
に
驚
か
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
震
度

６
弱
と
い
う
地
震
の
大
き
さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
震
源
地
が
和
水
町
と
聞
き
衝
撃
を
受
け

た
の
で
し
た
。
甚
大
な
被
害
が
出
て
い
な
い
の
が
幸
い
で
す
が
、
多
く
の
被
害
が
出
て
い
ま
す
。

被
災
さ
れ
ま
し
た
皆
様
方
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
郷
土
の
誇
り
で
あ
る
金
栗
四
三
氏
が
主
人
公
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
い
だ
て
ん

〜
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
噺
〜
」
が
始
ま
り
ま
す
。「
金
栗
四
三
生
家
記
念
館
」「
金
栗
四
三
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
」
と
開
館
し
多
く
の
方
々
が
、
我
が
和
水
町
に
来
て
い
た
だ
け
る
も
の
と
思
い

ま
す
。

　

こ
の
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
を
、
継
続
的
な
町
の
活
性
化
に
活
か
す
べ
く
、
執
行
部
と
共

に
「
チ
ー
ム
和
水
」
と
し
て
、
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
町
議
会
が
、
町
民
皆
様
方
の
代
表
者
と
し
て
、
そ
の
役
割
と

責
任
の
重
さ
を
、
議
員
一
人
ひ
と
り
が
自
覚
し
、
更
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
町
民

の
皆
様
方
の
な
お
一
層
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
大
き
な
地
震
が
あ
り
ま
し
た
が
、
平
成
最
後
の
年
が
、
町
民
の
皆
様
方
に
と
っ
て
、

災
害
の
無
い
、
輝
か
し
い
一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
、
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

和
水
町
議
会
議
長　

蒲
池　

恭
一

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
町
民
の
皆
様
の
本
年
１
年
間
が
健
や
か
で

あ
り
ま
す
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
は
、
和
水
町
に
と
っ
て
日
本
中
の
各
地
か
ら
大
変
な
注
目
を
浴
び
る
年
と
な
り
そ
う

で
す
。
郷
土
の
ス
タ
ー
「
日
本
マ
ラ
ソ
ン
の
父
」
と
尊
敬
さ
れ
る
金
栗
四
三
氏
を
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が

１
月
６
日
か
ら
始
ま
る
大
河
ド
ラ
マ
「
い
だ
て
ん
」
に
取
り
上
げ
た
か
ら
で
す
。

　

世
間
に
和
水
町
を
売
り
込
む
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
！

　

二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
町
議
会
が
町
民
の
代
弁
者
と
し
て
そ
の
役
割
と
責
任
の
重

さ
を
認
識
し
な
が
ら
議
長
を
支
え
て
が
ん
ば
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

和
水
町
に
と
っ
て
２
０
１
９
年
が
輝
け
る
年
と
な
り
ま
す
よ
う
に
お
祈
り
し
ま
す
。

和
水
町
議
会
副
議
長　

森　

潤
一
郎

迎春
2019

年頭の挨拶

国立博物館にて

　

10
月
30
日
か
ら
11
月
１
日
の
日
程
で
、
議

員
全
員（
12
名
）に
よ
る
国
会
陳
情
、
箱
根
町

の
行
政
研
修
と
国
立
博
物
館
の
視
察
を
行
っ

た
。

　

国
会
陳
情
は
、
熊
本
県
選
出
議
員（
野
田
、

松
村
、
馬
場
、
藤
木
の
４
氏
）と
福
岡
県
選
出

議
員（
藤
丸
氏
）、
自
民
党
顧
問
の
古
賀
氏
に

対
し
て
、
県
道
玉
名
八
女
線
の
矢
部
谷
ト
ン

ネ
ル
の
早
期
整
備
へ
の
協
力
と
町
道
３
路
線

（
江
田
高
野
、
内
田
吹
野
、
西
光
寺
中
林
）
の

整
備
に
関
す
る
予
算
確
保
に
つ
い
て
陳
情
を

行
っ
た
。
又
、
内
閣
府
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
本
部
」
に
対
し
て
、
和
水
町
振
興
に
つ

い
て
の
協
力
要
請
を
行
っ
た
。

　

２
日
目
の
箱
根
町
で
は
、
定
住
・
子
育
て

施
策
の
研
修
と
箱
根
駅
伝
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を

視
察
し
た
。

　

箱
根
町
は
、
和
水
町
と
人
口
・
面
積
が
同

程
度
の
町
で
人
口
約
１
万
２
千
人
、
面
積

93 

k㎡
。
山
林
・
湖
等
の
割
合
は
92
％
で
町
全

体
が
山
岳
地
形
で
あ
る
。
主
な
産
業
は
観
光

で
宿
泊
施
設
は
4
0
0
軒
を
超
え
年
間

2
0
0
0
万
人
の
観
光
客
が
来
訪
し
、
そ
の

消
費
額
は
約
8
0
0
億
円
と
の
こ
と
。
又
、

財
政
規
模
は
平
年
ベ
ー
ス
で
約
90
億
円
程
度

で
、
そ
の
６
割
以
上
は
自
主
財
源
で
あ
る
。

し
か
し
、
平
成
の
合
併
を
せ
ず
、
過
疎
地
指

定
も
受
け
て
お
ら
ず
、
有
利
な
地
方
債（
過

疎
債
・
合
併
特
例
債
）活
用
が
出
来
ず
、
財
政

が
逼
迫
し
て
お
り
固
定
資
産
税
の
増
税
が
議

論
さ
れ
て
い
る
状
況
に
あ
っ
た
。

　

人
口
は
自
然
減
に
加
え
、
20
歳
代
後
半
か

ら
30
歳
代
の
減
少
が
著
し
く
、
年
間
3
0
0

人
程
度
ず
つ
減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
は
観
光

業
に
従
事
す
る
20
歳
代
前
半
ま
で
の
流
入
は

あ
る
も
の
の
、
そ
の
後
の
人
事
異
動
、
結
婚

や
転
職
な
ど
で
20
歳
代
後
半
以
降
の
人
口
流

出
が
著
し
い
と
の
こ
と
。

　

定
住
促
進
対
策
と
し
て
、
40
歳
未
満
の
若

者
世
帯
住
宅
取
得
補
助
と
民
間
賃
貸
住
宅
家

賃
補
助
、
そ
し
て
空
き
家
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助

な
ど
に
よ
り
、
若
年
層
の
移
住
・
定
住
に
力

を
入
れ
て
い
る
。
子
育
て
対
策
は
、
和
水
町

と
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
施
策
を
展
開
し
て
い
る

が
、
出
生
祝
い
金
と
医
療
費
補
助
は
本
町
が

充
実
し
て
い
た
。
特
徴
的
な
施
策
と
し
て
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
の
乳
幼
児
の
予
防
接
種

通
知
や
成
長
記
録
の
確
認
が
で
き
る
シ
ス
テ

ム
を
構
築
し
て
い
た
。

　

箱
根
駅
伝
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、
芦
ノ
湖
湖

畔
の
箱
根
駅
伝
ゴ
ー
ル
地
点
に
設
置
さ
れ
、

箱
根
駅
伝
に
対
す
る
金
栗
四
三
翁
の
関
わ
り

と
歴
史
を
わ
か
り
易
く
展
示
し
て
い
る
。
金

栗
四
三
翁
を
縁
に
、
箱
根
町
と
の
交
流
が
促

進
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　

３
日
目
は
、
上
野
の
国
立
博
物
館
の
平
成

館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
江
田
船
山
古
墳
の
出

土
品
を
見
学
。
入
館
し
て
直
ぐ
右
側
の
古
墳

時
代
コ
ー
ナ
ー
に
は
、「
銀
象
嵌
銘
大
刀
」
が

メ
イ
ン
展
示
さ
れ
、
そ
の
他
に
冠
、
耳
飾
り
、

鎧
な
ど
古
墳
時
代
の
主
要
展
示
物
と
な
っ
て

い
る
こ
と
に
、
和
水
町
民
と
し
て
誇
ら
し
く

思
っ
た
。

議
会
運
営
委
員
長
　
髙
木
洋
一
郎

国
会
陳
情
、箱
根
町
行
政
研
修
と

国
立
博
物
館
視
察

議
会
議
員
視
察
研
修
報
告



問
平
成
14
年
に
購
入
し
た
菊
水
の
里

横
の
町
有
地
整
備
計
画
の
設
計
図
の
予

算
と
現
在
の
状
況
は
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
）
平
成

25
年
度
の
前
原
地
区
宅
地
造
成
測
量
設

計
が
１
千
１
５
５
万
円
、
平
成
26
年
度

の
地
質
調
査
費
２
７
０
万
円
。
事
業
は

進
ん
で
い
な
い
。

問
前
原
地
区
宅
地
造
成
測
量
に
使
っ

た
税
金
は
無
駄
に
な
っ
た
の
か
。

答
（
町
長
）
無
駄
だ
っ
た
と
言
わ
れ

な
い
よ
う
対
応
し
て
い
く
。

問
特
老
き
く
す
い
荘
の
新
築
建
て
替

え
を
望
む
町
民
は
多
い
。

答
（
町
長
）
町
民
の
介
護
・
老
後
を

守
る
、
し
っ
か
り
対
応
し
て
い
く
。

問
菊
水
地
区
小
学
校
跡
地
等
検
討
委

員
会
設
置
の
予
算
は
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
）
今
年

度
委
員
会
を
設
置
し
て
、
３
回
程
度
の

会
合
を
予
定
し
て
い
た
が
、
実
施
で
き

て
い
な
い
。

問
江
田
高
野
線
の
開
通
時
期
は
。

答
（
町
長
）
震
災
復
興
の
影
響
も
有

り
平
成
33
年
度
以
降
完
成
見
込
み

問
南
小
学
校
通
学
路
の
牧
野
小
田
線

と
菊
水
中
学
校
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
の
安

全
確
保
は
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）
ス
ピ
ー
ド
を

出
す
車
が
多
い
こ
と
は
確
認
し
て
い
る
。

外
側
線
の
設
置
・
学
校
で
交
通
安
全
教

育
・
見
守
り
隊
へ
の
周
知
等
対
策
を
進

め
て
い
る
。

問
日
本
人
初
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手

が
い
る
和
水
町
の
式
典
等
で
国
旗
等
の

掲
揚
と
国
歌
等
の
斉
唱
は
。

答
（
町
長
）
国
際
的
に
当
た
り
前
の

礼
儀
。

問
韓
国
公
州
市
と
姉
妹
都
市
協
定
40

年
、
広
報
す
る
看
板
等
は
あ
る
か
。

答
（
総
務
課
長
）

姉
妹
都
市
を
広
報
す
る
看
板
等
の
設
置

は
無
い
。

問
金
栗
四
三
ド
ラ
マ
放
送
の
際
、
菊

水
地
区
も
観
光
客
対
策
が
必
要
。

答
（
町
長
）
三
加
和
地
区
・
菊
水
地

区
ト
ー
タ
ル
で
回
廊
式
誘
導
し
て
い
く
。

問
移
住
定
住
の
促
進
に
関
連
し
て
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
状
況
は
。

答
（
町
長
）
平
成
23
年
度
か
ら
今
日

迄
、
10
名
の
隊
員
の
委
嘱
を
行
い
、
１

年
で
中
途
退
任
者
が
２
名
、
２
年
で
の

中
途
退
任
者
が
１
名
、
３
年
満
期
退
任

者
が
４
名
、
現
在
３
名
が
現
職
隊
員
と

し
て
活
動
頂
い
て
い
る
。

問

協
力
隊
O
B
も
含
め
て
町
外
の

方
が
移
住
者
と
し
て
本
町
に
定
住
し
て

頂
く
為
に
必
要
な
事
は
。

答
（
町
長
）
居
住
環
境
、
働
く
場
所
、

子
育
て
支
援
等
々
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

提案
最
も
大
切
な
の
は
、
移
住
者
に
対

す
る
心
の
支
援
で
は
な
い
か
。
行

政
と
し
て
支
援
体
制
の
強
化
を
望
む
。

ま
た
、
移
住
者
等
若
い
方
々
の
柔
軟
な

発
想
と
行
動
力
を
受
け
入
れ
、
共
に
成

長
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

■ 

商
工
、
観
光
産
業
の
振
興
に
お
い
て

問
現
在
は
金
栗
四
三
翁
関
連
で
奔
走

す
る
の
は
理
解
出
来
る
が
、
本
町
の
長

期
的
展
望
に
つ
い
て
ど
の
様
に
考
え
て

お
ら
れ
る
か
。

答
（
町
長
）
肥
後
民
家
村
、
田
中
城
、

菊
水
ロ
マ
ン
館
、
三
加
和
温
泉
、
金
栗

生
家
、
八
神
様
等
々
連
携
し
て
九
州
管

内
を
中
心
に
集
客
し
て
い
く
。
ま
た
、
リ

ピ
ー
タ
ー
が
増
え
る
様
に
努
力
し
て
い
く
。

提案
本
町
の
未
来
を
考
え
る
と
町
長
の

意
識
改
革
を
望
む
。
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
発
揮
し
て
頂
き
た
い
。
そ
れ
に

伴
い
行
政
職
員
、
私
共
議
員
も
目
的
意

識
を
明
確
に
し
て
、
町
民
の
意
見
を
汲

み
取
り
な
が
ら
進
め
る
事
が
大
切
で
あ

る
。

■ 

災
害
に
強
い
町
づ
く
り
に
関
連
し
て

問
災
害
復
旧
対
応
の
状
況
は
。

答
（
農
林
振
興
課
長
）
平
成
30
年
４

月
の
西
日
本
豪
雨
に
よ
り
農
業
用
溜
め

池
が
決
壊
し
た
事
例
が
多
数
西
日
本
地

区
で
発
生
し
た
こ
と
を
受
け
、
町
内
56

カ
所
の
溜
め
池
の
調
査
を
行
っ
た
。
整

備
を
す
る
必
要
の
あ
る
溜
め
池
に
つ
い

て
は
、
関
係
者
と
調
整
及
び
説
明
会
を

行
い
、
災
害
の
拡
張
防
止
対
策
に
努
め

て
い
る
。

提案
今
回
の
事
案
の
様
に
、
先
手
必
勝

的
対
応
は
最
も
重
要
で
今
後
も
推

進
頂
き
た
い
。

問
29
年
度
に
お
い
て
は
安
定
し
た
財

政
が
示
さ
れ
て
い
る
か
、
今
後
厳
し
さ

が
増
す
と
考
え
る
。
ま
た
、
特
別
会
計
、

病
院
事
業
会
計
へ
の
一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
が
増
大
す
る
も
の
と
思
う
が
そ
の

対
策
は
。

答
（
町
長
）
28
年
度
よ
り
普
通
交
付

税
が
減
額
さ
れ
、
平
成
37
年
度
に
お
い

て
一
本
算
定
と
な
る
。
現
在
有
利
な
起

債
を
活
用
し
て
大
型
事
業
を
行
っ
て
い

る
。
事
業
完
了
後
は
標
準
財
政
規
模
43

億
６
千
５
０
０
万
を
念
頭
に
収
入
に
見

合
っ
た
事
業
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
為
に
公
共
施
設
の
集
約
、
統
合
、

除
却
を
行
い
、
財
政
運
営
に
あ
た
っ
て

い
き
た
い
。

問
町
の
遊
休
資
産
の
活
用
に
つ
い
て
、

学
校
統
合
後
の
跡
地
活
用
の
計
画
は
あ

る
か
。
ま
た
、
春
富
地
区
の
ふ
れ
あ
い

広
場
、
旧
農
就
セ
ン
タ
ー
跡
地
、
前
原

地
区
の
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
等
を
住
宅

用
地
と
し
て
の
考
え
は
な
い
か
。

答
（
町
長
）
学
校
跡
地
に
お
い
て
は

24
年
に
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
菊
水

地
区
は
大
体
更
地
化
で
答
申
さ
れ
て
い

る
が
状
況
も
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
再

度
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
ま

た
、
ふ
れ
あ
い
広
場
、
旧
農
就
セ
ン
タ
ー
、

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
住
宅

地
活
用
は
一
番
良
い
と
思
う
。
今
後
地

元
の
方
々
と
協
議
し
人
事
体
制
を
し
い

て
早
急
に
始
め
た
い
。

問
県
道
玉
名
ー
八
女
線
の
和
仁
地
区

６
０
０
m
の
道
路
改
修
は
20
年
前
よ
り

計
画
さ
れ
て
い
る
が
町
と
し
て
今
後
ど

う
進
め
て
い
く
か
。

答
（
町
長
）
上
和
仁
か
ら
本
庁
ま
で

の
道
路
は
議
会
で
の
道
路
整
備
推
進
委

員
会
や
、
県
も
合
併
支
援
道
路
と
し
て

位
置
付
け
し
、
現
在
徐
々
に
整
備
さ
れ

つ
つ
あ
る
。
和
仁
地
区
の
20
年
前
に
計

画
さ
れ
て
い
た
図
面
は
初
め
て
見
た
。

私
も
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
で
地
元
の
方
々
、

議
会
、
共
に
一
丸
と
な
っ
て
前
に
進
む

様
努
力
し
て
い
く
。
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ズバリ！聞きます 一般質問

12月定例会では７名の議員が一般質問を行いました。主な質問事項は次のとおりです。

＊一般質問の記事は、質問した議員が600文字程度
に要約したものです。原文を尊重していますが、一
部編集しています。

＊発言が「〜である。」調で記載していますが、質問・
答弁は丁寧語で発言されています。

＊会議録は町の公式ホームページで閲覧できます。

ズバリ！聞きます　一般質問
庄山　忠文議員	 6P
◦和水町の今後の財政はどうなるか

齊木　幸男議員	 7P
◦空き家対策・定住化に向けた対策
◦スクールゾーンは安全か
◦特老きくすい荘の新築建て替えは急務

竹下　周三議員	 7P
◦移住・定住の促進

髙木　洋一郎議員	 8P
◦若者定住のために住宅政策を

白木　淳議員	 8P
◦町民の期待を裏切らないみんなが素晴らしいと

思うグラウンド整備を

秋丸　要−議員	 9P
◦行財政の改革は待ったなし！早急に取り組むべ

き時だ！
◦きくすい荘 （特老）の経営改善と今後の方向性

について

池田　龍之介議員	 9P
◦町当局の公有地（町有財産）管理の公正・公

平に欠ける杜撰な管理運用を指摘！！

空
き
家
対
策
・
定
住
化
に
向
け
た
対
策

ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
は
安
全
か

特
老
き
く
す
い
荘
の
新
築
建
て
替
え
は
急
務

移
住
・
定
住
の
促
進

和
水
町
の
今
後
の
財
政
は

ど
う
な
る
か

竹下　周三議員

齊木　幸男議員

庄山　忠文議員



問
き
く
す
い
荘
の
経
営
改
善
は
急
務

で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
施
策
を
も
っ

て
推
進
さ
れ
る
の
か
。

答
（
町
長
）
き
く
す
い
荘
施
設
整
備

等
検
討
委
員
会
答
申
に
基
づ
き
課
題
を

整
理
し
、
５
つ
の
案
を
基
に
検
討
し
て
い
る
。

問
経
営
面
で
23
年
か
ら
赤
字
転
換
し

７
年
間
で
１
億
９
千
９
０
０
万
。
年
平

均
２
千
８
５
０
万
の
赤
字
。
25
年
ま
で

は
、
繰
越
金
が
７
千
５
０
０
万
あ
っ
た

が
26
年
度
か
ら
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

が
始
ま
り
４
年
半
で
１
億
８
千
万
、
年

平
均
４
千
万
。
こ
の
様
に
認
識
し
て
い

る
が
ど
う
か
。

答
（
施
設
長
）
言
わ
れ
た
通
り
繰
越

金
が
な
く
な
り
26
年
度
か
ら
繰
入
を
行

っ
て
い
る
。

問
公
営
で
新
築
の
場
合
基
金
を
全
部

投
入
し
て
も
返
済
の
た
め
に
最
低
約
２

千
万
以
上
の
純
利
益
を
20
年
間
計
上
し

続
け
る
義
務
が
生
じ
る
。
将
来
は
返
済

と
維
持
管
理
に
苦
し
む
の
で
は
と
推
測

し
て
い
る
。

答
（
町
長
）
5
つ
の
パ
タ
ー
ン
で
検

討
し
て
い
る
。
具
体
的
な
数
字
は
弾
き

出
し
て
い
な
い
。

問
建
設
あ
り
き
で
は
な
く
も
っ
と
議

論
を
深
め
多
角
的
視
点
で
他
の
選
択
肢

も
考
え
る
べ
き
検
討
の
必
要
性
を
示
唆

し
て
い
る
。
今
、
町
が
検
討
に
値
す
る

よ
う
な
選
択
肢
が
あ
る
の
か
。

答
（
町
長
）
今
こ
れ
と
い
う
も
の
は

な
い
。

問
町
長
自
身
は
現
時
点
で
将
来
の
具

体
的
経
営
戦
略
を
お
持
ち
か
。

答
（
町
長
）
町
経
営
な
ら
低
所
得
者

の
方
々
も
利
用
で
き
る
施
設
と
考
え
て

い
る
。

問
思
い
は
理
解
す
る
が
、
経
営
的
に

は
成
り
立
た
な
い
事
だ
と
思
う
。
新
築

し
て
も
赤
字
だ
っ
た
ら
町
の
負
担
は
、

今
よ
り
多
額
に
な
る
。
新
築
し
た
意
味

が
な
い
の
で
は
。
そ
こ
ま
で
し
て
公
営

の
立
場
で
経
営
す
る
の
か
。

答
（
町
長
）
５
案
以
外
に
も
模
索
す

る
必
要
が
あ
る
。
公
営
、
公
社
方
式
場

合
に
よ
れ
ば
民
間
で
検
討
す
る
余
地
が

あ
る
と
思
う
。

■ 

そ
の
他
の
質
問

◦
定
住
促
進
策
で
あ
る
住
宅
地
の
造
成

に
つ
い
て

◦
い
だ
て
ん
関
連
質
問

問
人
口
減
少
抑
制
対
策
と
し
て
の
住

宅
政
策
の
検
討
状
況
は
。

答
（
町
長
）
未
利
用
の
公
有
地
の
確

認
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
、
人
事

体
制
を
整
備
し
て
、
来
年
度
に
は
進
展

す
る
よ
う
に
努
力
す
る
。

問
合
併
後
の
人
口
減
少
数
を
見
る
と
、

三
加
和
地
区
の
減
少
数
は
菊
水
地
区
の

減
少
数
の
1.5
倍
で
あ
る
。
戸
建
住
宅
用

地
も
集
合
住
宅
も
三
加
和
地
区
は
少
な

い
状
況
に
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
ど
う
考

え
る
か
。

答
（
町
長
）
若
い
人
が
住
む
住
宅
の

確
保
が
必
要
だ
と
考
え
る
。
町
直
営
も

民
間
の
力
を
借
り
る
こ
と
も
方
策
だ
と

思
う
。

問
具
体
的
な
方
策
は
。

答
（
町
長
）
宅
地
造
成
を
最
優
先
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
住
宅
や
宅
地

の
確
保
は
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取

り
組
み
た
い
。

問
旧
神
尾
小
学
校
は
閉
校
し
て
４
年

９
カ
月
が
経
過
し
て
、
未
だ
に
活
用
方

針
が
決
定
し
て
い
な
い
。
校
舎
を
除
却

（
施
設
の
取
壊

し
）
し
て
、
利

用
し
易
い
よ
う

に
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
、

如
何
か
。

答
（
町
長
）

旧
農
就
セ
ン
タ

ー
は
除
却
方
針

で
あ
る
。
旧
神

尾
小
学
校
校
舎

も
除
却
を
検
討

し
た
い
。

問
住
宅
取
得
や
空
き
家
リ
フ
ォ
ー
ム

へ
の
補
助
金
交
付
の
考
え
は
あ
る
か
。

答
（
町
長
）
ソ
フ
ト
対
策
も
必
要
だ

と
思
う
の
で
実
施
し
た
い
。

提案
人
口
減
少
抑
制
対
策
と
し
て
、
学

校
跡
地
な
ど
の
未
利
用
公
有
地
を

居
住
の
場
と
し
て
整
備
し
た
い
と
の
答

弁
だ
と
理
解
し
た
。
是
非
、
若
者
が
定

住
で
き
る
住
環
境
の
整
備
を
図
っ
て
も

ら
い
た
い
。

問
現
在
、
和
水
町
岩
地
区
と
山
鹿
市

に
ま
た
が
っ
て
、
大
規
模
な
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
が
建
設
さ
れ
て
い
る
が
、
町
に
対

す
る
メ
リ
ッ
ト
及
び
デ
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。

答
（
町
長
）
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、

今
ま
で
は
山
林
と
し
て
の
課
税
か
ら
事

業
所
と
し
て
の
そ
の
他
雑
種
地
の
宅
地

基
準
の
評
価
と
な
る
の
で
税
収
が
増
加

す
る
。
ま
た
、
太
陽
光
発
電
設
備
が
設

置
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
償
却
資
産
と

し
て
固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
と
な
り
、

新
た
に
納
税
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
税
収

が
増
加
す
る
。
懸
案
事
項
と
し
て
は
、

地
元
行
政
区
等
と
交
わ
さ
れ
て
い
る
協

定
書
に
あ
る
よ
う
に
、
災
害
の
防
止
策

と
自
然
環
境
の
保
全
等
に
常
に
努
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

問
和
水
町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備

事
業
に
お
い
て
、
借
地
契
約
中
の
土
地

の
売
買
交
渉
は
進
展
し
て
い
る
か
。

答
（
町
長
）
第
２
グ
ラ
ウ
ン
ド
計
画

予
定
地
に
２
反
の
借
地
が
あ
り
、
将
来

に
渡
っ
て
持
続
可
能
な
グ
ラ
ウ
ン
ド
と

す
る
た
め
に
は
、
買
収
が
望
ま
し
い
と

判
断
し
、
地
権
者
と
交
渉
を
進
め
て
い

る
が
、
売
却
の
意
思
は
無
く
、
粘
り
強

く
交
渉
し
て
い
く
。

問
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
に
掛
か
る
予
算

案
を
、
町
長
と
し
て
率
直
に
ど
う
思
う
か
。

答
（
町
長
）
こ
ん
な
に
も
の
す
ご
い

金
額
か
と
思
っ
た
。
し
か
し
、
話
を
聞

く
と
、
広
大
な
面
積
な
う
え
に
最
大
80

セ
ン
チ
の
高
低
差
が
あ
る
の
で
、
均
す

だ
け
で
も
相
当
な
費
用
が
要
る
と
納
得

し
た
。

問
町
有
財
産
で
あ
る
公
有
地
の
運
用

は
、
公
正
公
平
尚
且
つ
適
正
適
切
に
運

用
が
な
さ
れ
て
い
る
か
。

答
（
町
長
）
公
有
財
産
の
運
用
に
つ

き
ま
し
て
は
、
町
財
務
規
則
、
条
例
等

に
基
づ
い
て
運
用
を
行
っ
て
い
る
。

問
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
と
の
答
弁

と
認
識
を
い
た
し
た
。
が
、
旧
春
富
小

跡
地
の
利
活
用
は
、
ア
ク
セ
ス
・
ジ
ャ

パ
ン
に
５
カ
年
無
償
貸
与
な
さ
れ
て
い

る
が
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
片
隅
に
、
酒
樽

の
よ
う
な
も
の
が
置
い
て
あ
る
が
借
用

の
覚
書
が
あ
る
の
か
、
否
か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
）
ア
ク

セ
ス
・
ジ
ャ
パ
ン
さ
ん
と
花
の
香
さ
ん

間
で
し
て
あ
る
が
、
町
と
は
な
い
。

問
又
貸
し
さ
れ
る
場
合
は
、
町
も
入

っ
た
処
で
覚
書
等
を
交
わ
す
べ
き
と
考

え
る
。
言
葉
に
も
『
蟻
の
一
穴
…
』
そ

れ
と
同
じ
だ
。

答
（
町
長
）
ご
指
摘
の
通
り
、
契
約

の
中
で
覚
書
を
交
わ
し
て
お
く
必
要
が

あ
る
。

問
同
小
プ
ー
ル
の
跡
地
に
、
小
さ
な

祠
が
あ
る
が
、
町
で
建
立
し
た
の
か
、

否
か
。

答
（
総
務
課
長
）
町
で
は
建
立
し
て

な
い
。

問
提
供
し
て
い
る
土
地
に
つ
い
て
は
、

ど
の
様
な
覚
書
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
（
総
務
課
長
）
特
段
の
文
書
の
取

り
交
わ
し
は
な
い
。

問
私
も
、
安
全
祈
願
の
為
の
地
蔵
尊

と
理
解
を
し
て
い
る
。
し
か
し
書
面
の

取
り
交
わ
し
が
必
要
で
は
な
か
っ
た
の
か
。

　

町
の
財
産
と
い
う
の
は
、
言
葉
を
変

え
る
な
ら
ば
、
町
民
皆
さ
ん
の
財
産
で

あ
り
、
行
政
は
管
理
、
負
託
を
受
け
て

い
る
だ
け
。
今
後
こ
の
よ
う
な
不
手
際

が
起
こ
ら
な
い
よ
う
苦
言
を
呈
す
る
。
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ズバリ！聞きます 一般質問

行
財
政
の
改
革
は
待
っ
た
な
し
！

早
急
に
取
り
組
む
べ
き
時
だ
！

き
く
す
い
荘（
特
老
）の
経
営
改
善
と

今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て

若
者
定
住
の
た
め
に

住
宅
政
策
を

町
民
の
期
待
を
裏
切
ら
な
い

み
ん
な
が
素
晴
ら
し
い
と
思
う

グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
を

町
当
局
の
公
有
地（
町
有
財
産
）管
理
の

公
正
・
公
平
に
欠
け
る

杜
撰
な
管
理
運
用
を
指
摘
!!

白木　淳議員池田龍之介議員

秋丸　要一議員 髙木洋一郎議員
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三
度
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場

し
た
金
栗
翁
は
日
本
人
の
体
力
向

上
が
第
一
と
考
え
、
全
国
の
学
校

を
訪
問
し
て
走
る
こ
と
の
楽
し
さ

と
体
育
の
振
興
に
尽
力
し
ま
す
。

特
に
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
敗

戦
国
ド
イ
ツ
で
見
た
ス
ポ
ー
ツ
に

親
し
む
女
性
た
ち
の
強
烈
な
印
象

か
ら
、
女
子
体
育
の
振
興
を
考
え

ま
し
た
。

　

女
学
校
に
奉
職
し
て
走
り
方
や

テ
ニ
ス
の
指
導
を
始
め
ま
す
。
そ

し
て
、
1
9
2
1（
大
正
10
）年
９

月
30
日
。
女
性
皇
族
の
臨
席
を
仰

い
だ
日
本
初
の
女
子
テ
ニ
ス
大
会

を
実
施
。
そ
し
て
翌
年
に
は
女
学

校
陸
上
競
技
大
会
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
現
在
、
女
性
が
ス
ポ
ー
ツ

に
親
し
む
姿
は
当
た
り
前
の
光
景

走
り
続
け
た
92
年
！

日
本
マ
ラ
ソ
ン
の
父『
金
栗
四
三
』

「

黎

明

の

鐘

Ⅲ

」

で
す
が
、
女
性
と
ス
ポ
ー
ツ
は
無

縁
の
も
の
で
あ
っ
た
当
時
に
あ
っ

て
は
、
画
期
的
な
こ
と
だ
っ
た
の

で
す
。

　

和
水
町
出
身
の
廣
田
彩
花
さ
ん

は
、
女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
ダ
ブ
ル

ス
世
界
ラ
ン
ク
１
位（
2
0
1
8

年
７
月
現
在
）の
選
手
に
成
長
し

て
い
ま
す
。
金
栗
翁
は
、「
女
性
ス

ポ
ー
ツ
の
黎
明
の
鐘
」
を
鳴
ら
せ

た
の
で
す
。

　

さ
て
、
マ
ラ
ソ
ン
普
及
に
話
を

戻
し
ま
し
ょ
う
。

　

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
五
輪
後
に
は
、

長
距
離
走
選
手
の
育
成
の
た
め
に

「
駅
伝
大
会
」
を
企
画
し
た
り
、
御

殿
場
か
ら
富
士
山
頂
ま
で
を
走
る

高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
実
践
し
て

い
ま
す
。
あ
る
い
は
、
電
信
柱
練

習
法（「
イ
ン
タ
ー
バ
ル
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
」）を
始
め
た
り
し
て
、
ス
ト

ッ
ク
ホ
ル
ム
五
輪
で
の
経
験
を
糧

に
、
マ
ラ
ソ
ン
練
習
法
を
開
発
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
自
ら
も
選

手
と
し
て
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
出
場

し
て
い
ま
す
。

　

装
備
に
も
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
五
輪
で
は
足
袋

を
履
い
て
、
硬
い
舗
装
道
路
を
走

っ
た
経
験
か
ら
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
シ

ュ
ー
ズ
の
研
究
を
始
め
ま
す
。
当

初
は
足
袋
の
底
を
厚
く
し
た
り
し

て
い
ま
し
た
が
、
ハ
リ
マ
ヤ
の
協

力
を
得
て
「
金
栗
足
袋
」
な
る
も

の
を
開
発
し
ま
す
。
金
栗
足
袋
は
、

今
で
言
う
地
下
足
袋
で
靴
底
が
ゴ

ム
で
出
来
て
お
り
、
布
底
の
足
袋

よ
り
も
脚
へ
の
衝
撃
を
は
る
か
に

和
ら
げ
る
も
の
で
し
た
。

　

金
栗
翁
は
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
シ
ュ

ー
ズ
に
お
い
て
も
「
黎
明
の
鐘
」

を
鳴
ら
せ
た
の
で
す
。

　

い
よ
い
よ
、
大
河
ド
ラ
マ
「
い

だ
て
ん
」
の
放
送
が
始
ま
り
ま
す
。

金
栗
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
生
家
記
念

館
も
併
せ
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

こ
れ
を
契
機
に
、
和
水
町
を
訪
問

す
る
人
の
増
加
が
期
待
で
き
ま
す
。

和
水
町
の
名
を
全
国
の
人
に
知
っ

て
貰
う
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。

　
「
お
も
て
な
し
」
の
心
で
来
訪

者
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。　

─
完
─
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